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学校インターンシップの可能性に関する研究
10年間の学生の価値意識の変化を中心として
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0.0 8.6 38.1 53.3
1.2 4.2 21.0 73.7
ややそう思う 大変そう思うあまりそう思わない




















































































































































































































19.4 41.8 23.5 15.3
34.8 46.0 15.5 3.7
29.5 20.0 13.3 35.2 1.9
25.6 13.4 20.7 27.4 12.8
33.3 26.7 11.4 0.0 18.1
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2.4 7.8 62.7 25.9 1.2
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３大学での成績(P＜0.05)
は−0.12となっていたが，クロス集計をして細
かくみてみると，2009年は真ん中くらいの成績
の学生が教職を履修し，学校インターンシップ
を行っていたところ，2020年では成績中位の学
生が減少し，成績上位と成績下位の双方が増え
るという構図に代わっていることがわかる。学
校インターンシップを行う学生の成績が分散す
る傾向にある，すなわち大学での成績が中位の
成績の学生だけでなく，大学成績が下位の学生
も上位の学生も学校インターンシップを行い，
教職を履修しているということである。
②で述べた教職は「労働」であり，職業選択
の 1つとして，言い換えれば「資格」の 1つと
しての教職であることの表れである。
それを裏付けるように，採用試験の結果，そ
の後の進路の変化をみてみても，教員採用試験
は一発勝負，不合格なら講師，講師になれない
なら別の仕事に就くといったように，まさに就
職活動で採用試験を受験する企業のひとつのよ
うに考える学生の姿が見えてきた。
以上のことから，学校インターンシップが教
育実習のもつ機能を代替しようとする場合，学
生が学校現場に行って知りたいと思うことが何
であるかを認識し，学校現場が求める人材とを
マッチングすること，大学としてミッションを
もって学校インターンシップカリキュラムを作
成する必要があると考える。
まとめにかえて
学校インターンシップ活動が学校現場にも学
生にも浸透してきた昨今，学生が学校インター
ンシップや教職について，あるいは教育実習に
ついて，どのように考えているのか，何に価値
を見出し，どこに重点をおいているのかを明ら
かにするために行った今回の調査で，10年前と
比べると，職業選択の 1つとして教職をとり，
早い段階でコンパクトな学校インターンシップ
を行い，学校現場を経験するという学生の姿が
見えてきた。また，学校インターンシップは，
「子どもとかかわり，理解する活動」と捉えて
活動する傾向が見られた。森田真樹（2018）が
「教育実習は実際の教育課程の一部を担当す
る12)」と述べているように，教育実習は教育
課程の中でも授業が中心となる。教育実習はま
さに「教育課程の一部を担当する」ことを目的
としてそこに時間を費やして実施し，その他，
教育課程外の内容を学校インターンシップで学
ぶといった住み分けることも重要であると言え
よう。しかし，冒頭に述べた教育実習の機能の
一部を代替するものとしての学校インターン
シップは，筆者がこれまで論じてきた通り，学
生の「自主性」を担保したフレキシブルな課程
である必要があり13)，この学生の「自主性」
と「自由度」を担保しながら，ある程度のミッ
ションをもたせた活動を構築する必要があると
言えよう。
また，今年度，コロナ禍にあって，教育実習
はその実施期間だけでなく，分散登校が実施さ
れる中での教育実習，オンライン授業上での教
育実習など，多様な形で実施されることとなっ
た。これは，今後の教員養成を考える上で重要
な試行となるに違いない。
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